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名城大学は社会情勢や科学技術、食や健康などのテーマに

ついて大学の専門性を生かした各種講座を開講しています。 
その一環として、３月 1 日（土）にナゴヤドーム前キャン

パスで、持続可能な開発の実現に向けて、これからの時代に
求められる人材育成の要素をフレームワーク（共通して用い
ることができる考え方）としてまとめた「IDGs（Inner 
Development Goals：内面の成長目標）」を体感する講座を
開催します。 
大学を開催地とした IDGs イベントとして国内初となった

昨年に引き続き、２回目となる今回。プレイベントも開催し
ます。今年は IDGs の実践を「自分はしている」と自覚して
いる人だけでなく、IDGs の視点で振り返ることで「すでに
IDGs の価値を体現している」活動や人々を再発見し、互い
につながりを深めることを目的に開催します。 

 
【ポイント】 
・IDGs（Inner Development Goals：内面の成長目標）とは何で、なぜ持続可能な開発にとって重
要なのかを知ることができる 

・IDGs が提唱するスキルセットを俯瞰し、それがどんな実践につながっているのかを知ることが
できる 

・中部圏の IDGs実践者（「実はすでに実践していた」という人も含めて）とつながることができる 
 

日時 
プレイベント ：2025年 2月 15日（土）19時〜21時 
メインイベント：2025年 3月 1日（土）13時～17時（交流会 17時半〜19時） 

会場 
プレイベント ：オンライン（zoom） 
メインイベント：名城大学ナゴヤドーム前キャンパス 南館 1階 DS102 
※交流会は社会連携ゾーン shake（西館 2階） 

定員・申込 プレイベント：50名程度 ／ メインイベント：70名程度 

対象 社会人、学生、教育関係者など、どなたでも参加可能 

主催者 [主催] 名城大学社会連携センター [共催] IDG Chubu Japan Collective Story Hub 

お問い合わせ 社会連携センターPLAT E-mail：ccr@ccml.meijo-u.ac.jp 
※イベント詳細は右記 QR コードからご確認ください。 

持続可能な社会づくりに必要な「内面のスキル」の公開講座 

『みんなの IDGs』のストーリーを紡ぐ 
－私が変われば世界も変わる－ 

2/15にプレ、3／1にメイン講座を開催 
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【IDGs について】 
2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指す国

際目標『SDGs』。企業や自治体の取り組みは進めら
れていますが、社会は本当に持続可能な未来に向か
っているのでしょうか？持続可能な社会の実現のた
め、また先行きが見えない時代を生きていくため
に、一人ひとりが思考やあり方を変えていく必要が
あります。そのヒントとなるのが『IDGs』です。 

IDGs は、持続可能な開発のための変革的スキルの
重要な枠組みを指します。2021 年の国際カンファレンスでの大規模な対話と検討などを経て、現
状では 5 つのカテゴリーと 23 のスキルや資質で整理されています。また、「フェーズ 3」という移
行段階にあることから、今も世界中の人々からのヒアリングを重ね、フレームワークのさらなる拡
張と統合が行われています。 

IDGs を支持するコミュニティ・組織（「Hub」と呼びます）は世界中に 600 近く存在し、日本に
は 15のHubがあります。そのうち、中部圏での IDG普及や IDG実践コミュニティの形成を目指す
のが「IDG Chubu Japan Collective Story Hub」です（2023年 8月発足）。本学社会連携センター
は当該 Hub と連携し、本講座を開催することで、中部圏における IDGs 実践者コミュニティ形成に
寄与する機会をつくることを目指します。 
 
【タイムテーブル（３月１日開催のメインイベント）】 

13:00～ 開会・あいさつ・趣旨説明 
オープニング・セッション 
・IDGsって何？ 
・国内 IDGs展開の状況 
・IDG Chubu Japan Collective Story Hubのこれまでの取り組み 

13:50～14:00 休憩、場所移動 
14:00～15:30 分科会（ワークショップ） 

・分科会 1：頻発する『災害』をテーマに、コレクティブストーリーを紡ぐ 
・分科会 2：自分らしい生き方を探るための、死生観ダイアログ with NVC 
・分科会 3：地域・組織のあるある！ 〜家庭、職場、地域コミュニティで感じる
ジレンマにどう向き合う？～ 

・分科会 4：子どもと親をとりまく現場から ～IDGsの視点から、ダイアログを
通して考える～ 

15:30～15:50 休憩、場所移動 
15:50～17:00 クロージング・セッション（各分科会の学びのハーベスト） 

・今後のお知らせや呼びかけ 
・会場移動 

17:30〜19:00 交流会（希望者のみ） 
 
【取材要領】 
腕章着用にご協力をお願いします。 
取材していただける場合は、２月２８日（金）15：00までに koho@ccml.meijo-u.ac.jpへメール

でお知らせください。タイトルは「IDGs／社名」とし、本文には ①部署名 ②担当者名 ③電話番号 
④参加人数をご明記ください。 
なお、本学ナゴヤドーム前キャンパスには駐車場がありませんので、公共交通機関やタクシーで

お越しください。 


